
平成 25 年度 下 半期 指定管理者管理運営状況シート

●施設の概要

非公募

利用料金 料金徴収なし

●利用状況

92.9%

59.1%
各室
稼働
状況
（％）

89.1%

99.4%

催し広場

小劇場 75.0% 66.3%

72.9% 38.0%

86.9%

74.6%

90.3%

指定管理委託料（年額） ２７８，１３１，０００円（平成２５年度、岐阜市民会館と合算）

87.6% 86.9% 92.8%

101,048

会議室 91.1% 89.8%

施設概要

施設名

所在地

指定管理者名

指定期間

97.8% 95.9%

89.7% 95.9%

73.2% 66.5%

料金制 使用料

56.9%

78.3%

岐阜市文化会館（岐阜市文化センター）

137,037 76,978 114,766

H25 下半期

施設の設置目的

H24 上半期

75,587

98.3%

利用者数（単位：人）

H25 上半期 H24 下半期 H23 下半期

79.0%

96.0%93.4%

73.8%

96.4%

71.4% 52.5%

78.4% 77.7%

美術工芸室

和室

催し広場１、小劇場１、練習室１、展示室１、会議室２、音楽室１、音楽スタジオ１、録音室１、美術工芸室２、和室２

市民の文化及び教養の向上と福祉の増進を図るため。

所管課 市民参画部　男女共同参画・文化課

平成２４年４月１日～平成２９年３月３１日（５年間）

64.5%

音楽関係室

一般財団法人　岐阜市公共ホール管理財団

岐阜市金町五丁目７番地２

81.3%

94.7%

練習室

展示室 66.1%

選定方法 公募

96.5%

58.9%

様式３ 



●業務の履行確認

施設管理

①清掃業務
②守衛業務
③受付業務
④建築物環境衛生管理業務
⑤エレベーター設備保守点検
⑥各種点検業務

区　分

毎日の日報及び実地調査にて履行状況を確認
①清掃業務
　・日常清掃（開館前清掃、施設使用後の清掃）について計画
通り実施
　・定期清掃（ワックスがけ、ガラス清掃、絨毯清掃）について
計画通り実施
②守衛業務
　・定期巡回（午前0時、午前6時、午後7時）、鍵・扉の開施錠
業務、照明の点消灯業務、駐車場の管理業務について計画
通り実施
③受付業務
　・毎日午前8時～午後8時までの受付、案内、接遇、電話対
応、簡易な事務補助、OA機器操作補助、催し物掲示板整理
業務について計画通り実施
④建築物環境衛生管理業務
　・貯水槽の清掃、水質検査業務、汚水槽・排水槽の点検清
掃業務、病害虫等調査・防除業務について計画通り実施
⑤エレベーター設備保守点検
　・年1回の法定点検を実施予定。
⑥各種点検業務
　・実施計画に基づき、順次実施

確　認　事　項

利用者
サービス

①供用日・供用時間の遵守
②適切な人員配置
③広報の方策
④苦情への対応

自主事業・
提案事業

下記自主事業の実施
①市民ジャズ・ビックバンド「楽市ＪＡＺＺ楽団」事業
②戯曲づくりワークショップ＆リーディング発表会
③子ども伝統文化体験教室・発表会（琴）＆能楽出前講座
④第35回ぎふアジア映画祭
⑤→Pia-no-jaC← LIVE
⑥市民スタッフ事業
⑦市民プロデュース公演応援プロジェクト＜公募＞
⑧ぎふ演劇ワークショップ
⑨「楽市ＪＡＺＺ楽団」出前コンサート
⑩吉田兄弟コンサート「弦奏」

①市民ジャズ・ビックバンド「楽市ＪＡＺＺ楽団」事業
　・10月6日（日）「第57回ぎふ信長まつり」演奏
　・12月21日（土）「クリスマス・ジャズ講座」
　・1月19日（日）「楽市ＪＡＺＺ楽団　柳ぶらライブ」
　・2月2日（日）「第6回ぎふジャズフェスティバル」
②戯曲づくりワークショップ＆リーディング発表会
　・2月8日（土）　入場者数　121人
③子ども伝統文化体験教室・発表会（琴）＆能楽出前講座
   ・10月23日（水）　能楽出前講座実施　52人
④第35回ぎふアジア映画祭
　・9月8日（日）から12月8日（日）　入場者2,251人
⑤→Pia-no-jaC← LIVE
　・10月6日（日）　490人
⑥市民スタッフ事業
　「銀座の恋の物語」上映＆うたごえ広場
　・10月14日（祝・月）特別企画　　65人
　・12月14日（土）、15日（日）実施　　入場者数1,110人
⑦市民プロデュース公演応援プロジェクト＜公募＞
　・1月25日（土）　第15回審査会実施
　・10月20日（日）　第14回採択事業『創作オペラ「ふるさとの
昔話」と日本の歌』公演実施　　入場者数692人
　・12月20日（金）　第14回採択事業川島ナナバレエ団公演
『Flexible明日へ』公演実施　　入場者数502人
　・12月23日（月・祝）　入場者数382人
⑧ぎふ演劇ワークショップ
　・2月22日（土）から23日（日）　一般の部　参加者数59人
⑨「楽市ＪＡＺＺ楽団」出前コンサート
　・10月9日（水）　岐阜市立柳津小学校
　・11月6日（水）　岐阜市立木之本小学校
　・2月23日（日）　岐阜県立岐阜総合学園高校吹奏楽部
⑩吉田兄弟コンサート「弦奏」
　・3月15日（土）　1,433人

履　行　状　況

①適正に運営されている。
②施設は職員14人が配置されている。適宜研修を実施してお
り、各業務を適切に遂行している。
③年間の広報計画に基づき、広報ぎふやフリーペーパー、さ
らに有料広告等を活用し、積極的な広報活動を実施してい
る。
④指定管理者が定めた受付マニュアルに基づき、適切に対
応している。



●利用者評価

施設修繕

①個人情報の保護
②非常時の対応策
③関係法令の遵守

経年劣化等による故障を受け、速やかに修繕を実施した。
　・催し広場地下男子トイレ給水用電動弁修繕
　・小劇場調光設備UPS修繕
　・東入口ガラスドア修繕
自主点検等による、先を見越した修繕及び、利用者の利便性
に繋がる修繕を実施した。
　・催し広場控室LAN設備修繕
　・地震速報受信機用外部表示機増設修繕
　・4階廊下タイルカーペット張替修繕

利用者からの
要望・苦情と
対処・改善

利用者から寄せられた意見等に対しては、直接本人に回答するようにしている。窓口対応で利用者と職員が顔の見
える関係を築くことが重要と考えているため、アンケート等に記入されないようなご意見や要望なども、コミュニケー
ションの中から把握し、「ご意見受付シート」を活用して文化センター全体で共有するようにしている。
（主な意見と対応）
・鍵を早めに借りたかったが、借りることができなかった。区分貸しで夜間区分の利用時間について説明をきちんとさ
れなかった。→鍵の貸し出し時間や区分についてご理解頂けるよう、再度説明をした。受付に対しても、正しく利用者
にお伝えできるよう指導した。
・3階のトイレが洋式になると助かります。机の奥行きが足りないので、もう一列入れて頂けたらと思います。音楽スタ
ジオのドアが時々開きっぱなしになっているので通路が通りにくい。→机の追加に関しては、部屋の収容人数や大き
さに制限があるため、もう一列増やすことは難しい。また洋式トイレへの変更については施設の構造体に手を加える
ことになるため、岐阜市へ要望を伝える。ドア開閉については、適宜利用者に閉めていただけるようお話をしていく。

利用者アンケートの
実施状況

・12月22日～1月27日までの施設利用者（団体）131団体に「ご利用者カード」への記入を呼び掛け、104団体からの回
答を得た。アンケート質問項目は、「使用会場」「職員の応対」「敏速な対応」「的確な対応」「館内清掃」「備品満足度」
「今後も利用したいか」「当施設を以前から知っていたか」「他施設の候補を考えたか」。
・常時「ご意見箱」とその記入用紙を館内（受付カウンター）に設置。
・「ご意見受付シート」により、来館者、利用者の意見・要望を把握するよう努めている。

利用者アンケートの
実施結果

○ご利用者カード集計結果
　回収総数　104枚（回収率79.4％）
　「使用会場」　催し広場　3.6％、小劇場　7.1%、練習室　8.0%、展示室　10.7%、会議室　15.2%、音楽室　12.5%、音楽ス
タジオ　14.3%　録音室　0% 　第一美工　11.6%  第二美工　7.1%　和室（舞台付）　3.6%  和室（茶室付）　6.3%
　「職員の応対」　非常に良い　53.8%、良い　40.4%、普通　  3.8%、  悪い　  0%、   非常に悪い　0%
　「敏速な対応」　非常に良い　54.8%、良い　38.5%、普通　  4.8%、  悪い　  0%、   非常に悪い　0%
　「的確な対応」　非常に良い　55.8%、良い　38.5%、普通　  2.9%、  悪い　  1.0%、   非常に悪い　0%
　「館内清掃」　　 非常に良い　44.2%、良い　47.1%、普通　  6.7%、  悪い　  0%、   非常に悪い　0%
　「備品満足度」　非常に良い　39.4%、良い　40.4%、普通　14.4%、  悪い　  1.9%、   非常に悪い　0%
　「今後も利用したいか」　思う　94.2%、どちらとも思わない　1.9%、思わない　0%
　「当施設を以前から知っていたか」　はい　92.3%、いいえ　3.8%
　「他施設の候補を考えたか」　考えなかった  45.2%、考えた　18.3%（他施設…ハートフルスクエアーＧ、可児市文化セ
ンター、じゅうろくプラザ、ドリームシアター、産業会館）
（主な意見）
・冷暖房の一時間単位での利用は、弊社のような短い時間を利用する者にとってはよいサービスだと思う。
・職員の方の対応が非常に丁寧でした。

下記の観点からの修繕実施状況
・迅速な修繕の実施
・指定管理者のノウハウを生かした修繕・整備

①岐阜市個人情報保護条例及び同施行規則並びに財団規
程に基づき、適正に管理運営を行っている。
②独自の危機管理マニュアルを定め、地震、火災や風水害、
事故・事件等について、全ての職員が適切に対応できる体制
を整え、来館者の安全を守る意識を高めている。
③当施設の条例及び施行規則や関係法令を遵守し、適正に
運営されている。

危機管理・
法令遵守



●指定管理者の選定基準に基づく評価

指定
管理者

所管課
評価

委員会
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指定
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所管課
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区分評価

施設管理業務を行っていく上での方針
と具体策

区分評価

区分評価

スタッフ（採用予定者も含む）の管理、監
督体制

リスクへの対応方策（利用者の安全確
保策、防止策、非常時のマニュアルな
ど）

・危機管理マニュアル・緊急連絡網等を整備し、緊急事態に対応でき
る体制ができているか。
・また、個人情報保護等法令順守は適切に行われているか。

その他指定管理者の提案によるもの

安定性
安全性

地域の社会活動の参加及び地域への
貢献に関すること

必要な人材の配置と職能及び人材育成
の方針

貢献性

その他地元への貢献に関すること

・定期的に施設周辺の清掃を実施しているか

・まちのにぎわいへの地域貢献しているか

・利用者以外の市民の問い合わせ等に対応しているか。また地域の
芸術文化を通した地域振興に取り組んでいるか。

事業計画書
の内容が、
岐阜市ある
いは施設が
ある特定の
地域（以下
「地元」とい
う。）の振
興、活性化
などに貢献
できるもの
であること

・職員の人材育成に努め、効果的かつ適切な運営体制であるか
・文化センター及び市民会館をあわせた管理運営を効果的に行ってい
るか

効率性

・市民の芸術文化への参加・参画の促進、芸術文化の普及・啓発、芸
術文化を担う人材の育成、優れた芸術文化の鑑賞機会の提供に積極
的に取り組んでいるか

・岐阜市の芸術文化振興の拠点施設として、芸術文化に関する相談、
助言など付加価値のある貸館業務に取り組むとともに、安全な管理業
務、舞台業務の運営につとめているか

事業計画書
の内容が、
対象施設の
効用（設置
目的）を最
大限発揮す
るものであ
ること

・接遇等の職員研修が実施されているか
・定期的に設備の点検を行い、必要に応じて改善されているか

管理経費の縮減について

公平性
透明性

・管理経費は効率的かつ適切に使用されているか
・省エネ管理マニュアルなどをもとに、光熱水費削減に努めているか
・収支予算と実績とは大きくかい離していないか

評　　価

区 分

･各種機械設備の保守点検、危機管理体制の整備、あるいは安全に
十分に留意した管理運営を行っているか。

より良いサービス、活動を提供するために職員が勤務しやすい職場
環境ができているか

・事業を実施するために必要な資格や知識・経験を有する職員を配置
しているか
・また業務に必要な研修を実施し、資質の向上に努めているか

区分評価

区分評価

利用者ニーズ、苦情などの把握方法及
び対応方策など

既存業務の改善、工夫又は新規の魅力
的な提案の有無、内容

利用者に対するサービス向上の方策
（窓口応対、プロモーション、設備等の
整備など）

文化会館の運営上の基本方針

市民協働を取り組んでいく上での方針と
主な事業計画

・岐阜市の施策に沿って、市民との協働に積極的に取り組んでいるか

貸館業務・管理業務・舞台業務を行って
いる上での方針と主な事業計画

事業計画書
の内容が、
管理経費の
縮減が図ら
れるもので
あること

区 分 選定基準

効果性

選定基準 評　価　項　目 具体的な業務要求水準

住民の平等
利用が確保
されること

・市の情報公開制度に基づき公開されているか。
・指定管理者の発行する広報誌、チラシやホームページで広報されて
いるか

情報公開、広報の方策

事業計画書
に沿った管
理を安定し
て行う物的
能力、人的
能力を有し
ていること

芸術文化事業を行っていく上での方針
と主な事業計画

・業務内容を常に見直し、業務改善に取り組めているか

効率的な管理運営を図るための体制に
ついて

評　価　項　目 具体的な業務要求水準

評　　価

・岐阜市の芸術文化振興の拠点施設として、住民の平等利用の確保
をはじめ、岐阜市の施策に沿った運営を行っているか。

・利用者へのアンケート調査を実施しているか
・また、その結果、利用者の要望、クレームに対し適切に対応している
か



●指定管理者の取組みに対する自己評価(良否、課題と解決策など)
１．貸し館業務
平成２５年度下半期において、昨年度比で、施設使用料が約２５５万円増加した。催し広場を利用した不定期開催の
書籍展示会が７日間開催されたことと、小劇場において、市民会館休館中のため利用が出来なかった団体が利用さ
れたことの２点が主な原因で施設使用料が増加した。また、附属設備の利用の多い催し広場と小劇場の利用増に伴
い、附属設備料も約１８７万円増加した。催し広場と小劇場以外の施設においては、リピーター団体が開催回数を減ら
す傾向がある。その対策として下半期には、新規団体確保に向け、企業展主催団体、カラオケ教室、ダンススクー
ル、派遣会社に対して重点的に営業活動を行ったうえで、利用相談会を実施した。利用相談会には13団体26名が来
館された。
２．施設管理
 開館から29年が過ぎ、施設の経年劣化が進んでいる状況である。その中で、下記のような運営努力を行い、施設の
延命化や、エコオフィスに取り組んでいる。
　①施設や設備を熟知している強みを生かし、非常用発電機用電磁弁修繕、地下男子トイレ給水用電動弁修繕、空
調機修繕（３階展示室）、などの適切な修繕を実施した。
　②施設の安全管理に必要な改修工事については、すぐに岐阜市に提案するなど、岐阜市と緊密な連携を取り、施
設運営をしている。また、施設・設備の維持管理に関する業務を、ノウハウを引き継ぎながら今後も安定的に運営して
いくために、一部委託化した。
　③省エネマニュアルに基づき冬場の暖房温度の設定を管理し、暖房費の節減に努めた。また、電力量のピークを管
理するデマンド計を導入しており、電気使用量の適正な管理が可能となり、電気料金の節約に努めた。
３．市民の劇場・市民ふれあい事業による地域貢献
　①「楽市ＪＡＺＺ楽団」事業及び同楽団による出前コンサート事業では、学校への出前コンサート・出前ジャズ講座を
合計3回実施し、児童・生徒の貴重な学習の場になっている。児童のアンケートでは「どの曲も思わず足でリズムをと
りたくなるようで素晴らしい」「サキソフォンやドラムスを演奏したいと思った」「市民会館でコンサートがある時にぜひ行
きたい」という声があった。「また、柳ケ瀬・駅前広場への出前コンサートを合計2回実施し、街の賑わいづくりに貢献し
た。
　②「ぎふアジア映画祭」では、岐阜駅隣接のハートフルスクエアーGで上映作品にちなみ聖地巡礼に関わる写真展を
開催し、柳ヶ瀬のCINEXでの上映も実施するなど、岐阜駅、文化センター、柳ヶ瀬という人の流れを作り出し、街の賑
わいづくりに貢献できた。
　③「市民スタッフ事業」では、特別企画の「歌声ホール」を、柳ヶ瀬のシネックスホールで開催した。また、文化セン
ターの催し広場で実施した「銀座の恋の物語」映画上映とうたごえ広場には、普段なかなか出歩かない高齢者が外に
出て、楽しむことが出来る貴重な場となっている。
　④「ぎふ演劇ワークショップ」では、一般の部のワークショップが開催された。演劇・表現活動に興味をもつ演劇部の
高校生や一般の方を対象に、現役の俳優・演出家から、演技の基礎や演劇における人間関係づくりを学ぶ機会を提
供した。

前回までの意見を
踏まえた取組み状況

１．貸し館業務
　年２回利用団体に対し、アンケートを実施しているが、なるべく幅広い団体から意見を募れるように時期をずらして実
施している。また、ご意見箱を常設し、鍵の受け渡しなど利用者に積極的に声を掛け、利用者の要望に応えられるよ
うに、耳を傾け、利用者サービスにつなげている。
２．施設管理
　施設の修繕や安全管理に関しても、前回で評価いただいたように、知識と経験に基づく、先を見越した対応を実施
し、少しでも利用者の皆様に気持ち良く使っていただけるように取り組んでいる。また、保険に関しては、全国公立文
化施設協議会の保険に加入し、リスク軽減に努めている。「竜巻など災害発生時の対応」については、これまでに、地
震、火災などを想定した総合防災訓練を年２回実施している。今後、自然災害の他、防犯対策などの想定も取り入れ
て訓練やマニュアルの整備をしていく。
３．市民の劇場・市民ふれあい事業
　前回のモニタリングで評価していただいたことを励みに取り組んだ結果、25年度下半期においても、鑑賞型事業とし
ては「吉田兄弟コンサート」が完売になり、沢山の市民の方々に津軽三味線とクラシックの融合という新しい演奏形態
の事業を楽しんでいただけた。市民参画創造型では、市民スタッフとともに作り上げた「ぎふアジア映画祭」「市民ス
タッフ事業」、そして「楽市ＪＡＺＺ楽団事業」がいずれも盛況のうちに完了できた。普及啓発・育成型では「戯曲づくり
ワークショップ」のリーディング発表会が実施され、独自にワークショップで生み出された作品をもとに見事な舞台とし
て発表できた。

今期の取組み
に対する評価



●所管課の意見

●指定管理者評価委員会の意見

・事故等はなく、施設の安全な管理がなされていると考えられる。
・文化会館利用者による柳ヶ瀬のにぎわい創出についても、検討されたい。
・アンケートの満足度が高いことは評価できる。

今後の取組み

１．貸し館業務
　①昨年度は、ぎふ清流国体開催に伴って、催し広場の利用が増加したが、今年度は例年通りに戻ったこともあり、
催し広場での開催イベントを開拓することが課題としてある。また、定期的に利用される利用団体が高齢化を理由に、
活動をやめられるケースは続いており、新規団体を開拓するため、引き続き、施設ＰＲを兼ねた営業を行ったうえで、
利用相談会を開催していく。実際に施設を見学していただき、施設・設備に精通した職員による丁寧な説明をすること
で、利用促進に取り組んでいく。
２．施設管理
　①気候の急な変動など冷暖房需要が高まった場合や燃料費の高騰などにも対応できるように、省エネマニュアルに
沿って、光熱水量費の節約に努めるように取り組んでいく。
３．市民の劇場・市民ふれあい事業
  ①「楽市ＪＡＺＺ楽団」事業の総オーディションを実施し、第3期メンバーで再始動する。学校等への出前コンサートの
企画、実施をする。第7回ぎふジャズフェスティバルに向けて合同練習を実施する。
　②７月実施の「松竹大歌舞伎」開催に向けて準備をしていく。
　③「戯曲づくりワークショップ」の講座を月２回ペースで７月から実施する。
　④「子ども伝統文化体験教室・発表会（琴）の参加者を募集する。８月に練習を実施し、発表会に向けて取り組む。
　⑤９月実施の「ＴＳＵＫＥＭＥＮ　ＬＩＶＥ」開催に向けて準備をしていく。
　⑥「第３６回ぎふアジア映画祭」では、１1月からの開催に向けて、市民スタッフとともに会議を実施し、企画を練って
いく。
　⑦「市民スタッフ事業」では、来年度１０周年の記念事業となるため、どういった企画を実施するか市民スタッフと会
議を重ねている。
　⑧第１６回市民プロデュース公演応援プロジェクト〈公募〉の募集を５月から実施し、審査会を７月に開催するための
準備をしていく。また、前回採択された５月～７月に開催される３事業について支援していく。
　⑨「ぎふ演劇ワークショップ」では、５月に高校生の部を開催し、７月に中学生の部を開催する。
　⑩こどもオペラ「ヘンゼルとグレーテル」は、7月の開催に向けて広報を充実し、実施準備する。
　
　

適切な人員配置及び業務委託により、安全に十分に留意した管理運営が行われている。
全体の稼働率は昨年度と比較すると下がっているものの、催し広場、小劇場は上がっており、全体の入場者数も増加している。
また、地域の文化関係者の利用が多くを占める文化センターにおいて、引き続き円滑な会館運営が行われていることは、指定管理者が、利
用者本位の適切な対応に心がけ、利用者との信頼関係を築いていることや利用者が利用しやすく設備等の改善を効率的に図っているところ
が大きい。特に利用者アンケートの結果からは、全ての項目で良い以上の評価が大半を占め、サービス向上のために努力しているところは
評価できる。
　さらに、市民の劇場においては、鑑賞型事業、市民参画創造型事業及び普及・育成型事業が、両館のスタッフの意欲的な取り組みにより
バランス良く効果的に実施されており、地域文化の拠点施設としての機能が発揮されている。地域に根差した活動を行う楽市ＪAＺＺ楽団をは
じめ、その他の継続事業は順調に行われており、鑑賞型事業である「→Pia-no-jaC← LIVE」や「吉田兄弟コンサート」ではチケットが完売す
るなど盛況であった。特に、「→Pia-no-jaC← LIVE」は学チケの利用が高く、若年層を取り込むことができた良い例であった。
　また市主催の委託事業である「アートパフォーマンス」においても、効果的な宣伝ができたためチケット販売が好調であったことや、スムー
ズな運営が行われ成功に終わったことは、市民の劇場開催で培われた豊富な知識や経験によるためと考えられ、評価できる。


